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『鳴り砂』2-139 号 別冊 2025 年 11 月 20 日 

 

－『福島原発事故分析検討会』の「非常用復水器に関する分析」について 番外３－ 

「パブコメ」続編：規制委も「完全スルー」＋現状報告 
 

本稿の予定主題「配管接続の無断変更問題」

に入る前に、前号『番外２』に記載した「パ

ブコメ」に対する「９月中の規制委員会での

了承」について報告します。 

規制委会議は９月１７日、『番外２ 9.13

追記』を書いた後に開催されました（そのた

め前号には間に合わず、今号での報告となり

ました）。 

早速、同会議資料３の「パブコメ結果」を

見たところ、辰巳先生意見３や筆者意見 2-2

～2-4 に対して、9.4 第 52 回検討会での「（規

制庁の）考え方」に若干の「＋α（規制委員

会の考え方？）」がありましたが、特段注目・

報告すべきものはなく、予想どおり「完全ス

ルー」でした。これは、検討会も規制委・規

制庁も、「１号機ＩＣの運転操作問題の解明」

が「東電の責任＋国の責任」の解明・追及に

繋がることを恐れて、徹底的に「スルー・無

視」しようとしているからだと思います。 

なお、同会議を報じた 9.18～の各紙は、規

制庁役人（と東電）の思惑通り、3.23 頃のＩ

Ｃ作動復活（ＩＣタンク水Ａ系統の１５％減

少理由）を取り上げていましたが、それは事

故原因究明とは掛け離れた規制庁役人個人の

趣味的関心事項でしかなく、論点ボカシの“大

本営発表＝情報操作”でしかありませんでし

た。取材記者にジャーナリスト意識があれば、

せめて添付資料の「パブコメ結果」に実際に

目を通して、「ＩＣの運転操作・保安教育」

で事故を防げた可能性が指摘されていること、

そしてそれらを規制庁・規制委が「完全スル

ー」した事実も、少しは報じてほしいと思い

ます。 

唯一、「津波前後の IC に係る解析につい

ては、IC の持つ冷却機能や作動時の原子炉の

挙動など、安全機能の本質的な部分について

今後も本検討会で調査を継続していきます」

＜意見 2-4 に対する 9.17 考え方＞とのこと

なので、今後の検討結果を待ちたいと思いま

す。 

なお、＜意見 2-4＞で筆者は、「規制庁岩野

係長は「55℃/h 制限はスクラム時には適用さ

れないというふうに認識をしております」と

明言した上で、「東京電力におかれてはここ

を踏まえて次回以降、説明のほうをお願いし

ます」と要望していました＜４７回議事録：

２４頁＞。ところが東電は、その後の会合で

も、保安規定同条項を踏まえた最善・適正な

操作について一切説明をしていません＜４７

～５０回議事録＞。」と指摘しましたが、そ

れに対し、9.4 検討会でのパブコメ意見に対

する「考え方」では‘第 48 回検討会で議論済

み’とのことでした。そこで、規制委に 9.8 メ

ールで具体的に議事録の当該頁を尋ねたとこ

ろ、規制庁担当者からの 10.2 メールで、「…

敦賀 1 号さんとか、海外のプラントとの情報

共有、あるいは、シミュレーターとかの手順

書が運転員にあまり易しくないんでないのと

いう話については、おっしゃるとおりだと思

っていまして、今回の教訓かというふうに考

えてございます。」＜37 頁＞との東電飯塚氏

の発言部分です、との回答がありました。ど

こが‘議論済み’なのか筆者にはさっぱり理

解できませんが、このような“朝ご飯論法で

すらない意味不明な東電発言”で‘議論済み’

と説明・断定する規制庁役人の“読解力・忖

度力”にはただただ呆れるだけだったので、

それ以上の再質問は諦めました。 

 

その代わり、でもありませんが、「保安規

定７７条３項」が現行規定（スクラム時には

運転上の制限は適用外）に変更された際

（H16.5.28 以前）の東電の変更申請書・国の

認可書を 10.6 付で開示請求を行ない、運転上

の制限が異常時対応の妨げになることを両者

が明確に認識して保安規定変更を行なったの

かを明らかしようと思っていました。その後、

二度の確認連絡で（10.16、11.6）、最終的に

３つの申請・認可に絞り込まれましたが、最

初の H13.1.5 認可に係る文書は（別稿記載の

硫化水素文書同様、既に廃棄された可能性大

で）不存在と思われるとのことで、また、残

り２つはこれから東電に開示の可否を問い合

わせるため、開示・非開示決定にはさらに時

間がかかる（年内にできるかどうか）とのこ

とでした。いずれにしても、法に基づく申請・

認可文書でも廃棄が着実に進められているこ

とに、筆者は非常に危機感を覚えました。 

 

さらに、予定していた「配管接続の無断変
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更問題」に係る初期工認書類の開示請求につ

いて、時間節約のために限定した「目次（１

７回の申請分）」が開示されましたので、そ

れを見て関係しそうな部分を新たに開示請求

しました。今後、文書提出者の東電に開示の

可否を打診して、その後に開示・非開示決定

がなされますので、まだ時間がかかりますし、

多くが非開示となる可能性も大です。結果は

後日報告します。 

なお、それと関連して、国会事故調の参考

資料にあった「平成６年頃の１号機の耐震バ

ックチェック報告書」についても、何度も担

当者とやり取りしましたが、最終的に現時点

で規制委はそれらしき文書を保管していない

ということで「不開示」となりました。 

時間とともに文書が廃棄される中で、新規

資料入手の難しさを痛感しています。 

 ＜2025.11.11 記＞ 

 （仙台原子力問題研究グループＩ） 

 

 

 短信  7.12硫化水素流出事故の情報公開顛末記 その５ 

東北電力・規制委の「炉規法報告逃れ」の証拠は“闇の中”へ！ 

 

前号「顛末記その４」に記載した、7.12 事

故に係る「原子力規制検査」での「確認資料」

の 8.21 開示請求（8.25 受付）に対し、担当者

からの事前連絡どおり（確認資料は検査後に

事業者に全て返却して保有せず）、9.26 付（消

印は 10.6）で「不開示決定」＜実用炉監視部

門担当＞がなされ、また、その事前連絡を受

けての「報告書作成のための立入検査時や資

料確認時のメモ等」の 9.1 開示請求（２件目：

9.3 受付）に対しても、やはり「規制委は保有

していない」との理由で、同日付で「不開示

決定」＜同担当＞がなされました。そこで、

後者について改めて担当者＜同部門＞に確認

したところ、正式な「規制検査報告書」を作

成し規制委へ報告した時点でメモ・会議資料

等は全て「廃棄・破棄」（文書管理規定通り）

しており、現時点では「保有していない」（こ

の世に存在しない）ため、とのことでした。 

さらにまた、「炉規法報告」の要否判断（筆

者は報告を不要とする「例外規定」には該当

しないと確信）に用いられたはずの「事故直

後からの東北電力・規制委間の報告・連絡・

相談記録（電話聴取記録やファックス・電子

メールなども含む）」に係る 9.1 開示請求（１

件目：9.3 受付）に対しても、やはり「規制委

は保有していない」という理由で、9.30 付（消

印は 10.2）で「不開示決定」＜緊急事案対策

室担当＞がなされました。あまりに“想定外

な理由”だったので、やはり担当者＜同室＞

に直接問い合わせたところ、全ての記録は、

文書等の保管期限（１年とか３年）を過ぎて

いるため「廃棄・破棄済み」（存在しない）、

との説明が返ってきただけでした。 

このように、規制委の‘文書管理の名の下

の合法的証拠隠滅行為’に対しては“なす術”

がなく（ホームページでやっと入手した「文

書管理規定」を検討して抗議しようとも思い

ましたが、「廃棄・破棄」された文書が戻っ

てくるわけでもないので、取り止め）、

2021.7.12 事故は、時間の経過とともに証拠

となるべき資料が全て「廃棄・破棄」され“闇

の中”に消え去りました（東北電力に資料を

提出させ真相究明するには「訴訟提起」（有

毒ガス防護の不備）しかないと思いますが、

女川２が有毒ガス防護合格・再稼働し、事故

から４年以上経過した現状では“夢のまた夢”

です）。 

 

このように、硫化水素問題・炉規法報告問

題について、今回の３件の「不開示決定」＝

証拠資料の「廃棄・破棄」によって、追及の

手掛かり（と筆者の気力も？）が一切失われ

ましたので、未だ残る宮城県情報公開審査会

において「開示答申」（望み薄ですが）がな

され、新たな資料が得られるまでは、一旦（得

られなければこのまま？）休止とさせていた

だきます。＜＊予定していた女川２有毒ガス

防護申請・審査に関する「5.15」・「7.16」開

示資料（ご覧になりたい方は、風の会までご

一報下さい）の検証報告（東北電力・規制委

批判）も、当面延期します。＞ 

＜2025.10.18 記＞  

（仙台原子力問題研究グループＩ） 
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【女川原発アラカルト】 
 

【９月】 

19 日（金） ふるさとを返せ！津島原発訴訟

控訴審第 15 回口頭弁論期日＆進行協議、仙

台高裁第１民事部 101 号法廷。傍聴券配布に

約 110 名が並び抽選に、傍聴席は満席。長谷

川公一氏証人尋問「全電源喪失対策の米原子

力規制委委員会（NRC）の『B.5.b』と原子力

安全・保安院」。抽選に漏れた支援者約 25 名

は仙台弁護士会館 4 階大会議室で、弁護団か

ら模擬法廷・証人尋問の解説。報告集会、原

告、弁護団、支援等約 90 名参加。 

  秋保再エネ問題連絡会など仙台・丸森・加

美 3 市町の住民団体 6 団体、メガソーラー建

設計画反対と規制強化を求める要望書と

6953 人分の署名簿を村井知事に提出。 

24 日（水） あつ子さんを囲む会主催、あさこ

はうすの あつ子さんを囲む会、石巻市蛇田公

民館会議室、約 40 名参加。 

25 日（木） 女川原発から 30ｋｍ圏内 5 市町の

首長らでつくる「女川原発ＵＰＺ関係自治体

協議会」、村井知事に核燃料税交付金の増額を

求める要望書を提出。 

27 日（土） 日本基督教団東北教区放射能問

題支援対策室いずみ、「第 104 回甲状腺エコ

ー検査 in なとり」、日本キリスト教団名取教

会、寺澤政彦医師（てらさわ小児科／仙台

市）、12 名が受診。 

28 日（日） みやぎ脱原発・風の会 公開学

習会 vol.20～どこにも行き場のない「核の

ゴミ」～「六ヶ所再処理工場」と核燃料サイ

クルの真実、講師：山田清彦さん（核燃サイ

クル阻止 1 万人訴訟原告団事務局長）、仙台

市戦災復興記念館 4F 研修室。会場 39 名、オ

ンライン 10 名参加。 

  女川から未来をひらく夏の文化祭実行委員

会、「ふりかえりの会」、女川町まちなか交

流館調理室。 

  『共同通信』の調査で、オフサイトセンタ

ー（緊急事態応急対策拠点施設）に求められ

ている落雷対策について、2023 年佐賀の落

雷停電事故をうけ、内閣府は 24 年 3 月に避

雷機器設置などの対応を要求したが、今年 8

月現在、宮城県等 3 県はまだ「整備の必要性

の有無を確認中」と未対応が判明。 

30 日（火） 東北電力、女川原発 2 号機にお

ける第 3 回定期安全レビュー（評価対象期

間：2015 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日）の

実施結果をとりまとめ、宮城県、女川町、石

巻市ならびに登米市、東松島市、涌谷町、美

里町、南三陸町に報告。定期安全レビュー

は、「実用発電用原子炉の設置、運転等に関

する規則」および「原子炉施設保安規定」に

基づく保安活動の一環として、原子炉設置者

が 10 年を超えない期間ごとに、原子力発電

所の安全性・信頼性を総合的に評価するも

の。 

【１０月】 

2 日（木） 女川から未来を考える会、《フクシ

マの今を聴く》お話：黒田節子さん（「原発い

らね！ふくしま 女と仲間たち」福島県郡山市

在住。経産省前テントひろば・請戸川、河口

テントひろば等に参加しながら、脱原発を訴

える）。放射線量は？ 希望の牧場の牛たち

は？ 健康被害は？ 汚染水放出は？ 裁判

は？ 失われたこと、新たに始まったこと、

心配なこと、希望を持つことなどを話された。

仙台市市民活動サポートセンター研修室１、

18 名参加。 

10 日（金） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に、9 月分の女川原発 1 号機（第 4

回定期事業者検査、廃止措置に係る第１段階

（解体工事準備期間）の作業実施状況）、2 号

機（定格運転中）及び 3 号機の「定期事業者

検査」の状況報告。女川 2 号機の燃料交換機

計算機用自動定電圧装置（原子炉建屋最上階

に設置され、原子炉内への燃料の装荷や取り

出し時に、燃料を所定の位置に移動させる設

備）における過不足電圧検出器が故障。9 月 2

日、第 12 回定期事業者検査に向けた燃料交換

機の定期点検において、作動試験を実施した

ところ、過電圧側が動作しないことを確認。

原因は経年劣化（老朽化）による動作不良と

推定、4 日、同型の検出器に交換し復旧。ま

た、女川 1 号機でも、非常用ディーゼル発電

機（外部電源が失われた場合に、使用済燃料

プールの冷却に必要となる電源を供給する設

備）（A）の過電流検出器が故障。9 月 18 日、

点検で作動試験を実施したところ、 判定値か

ら逸脱していることを確認。原因は、経年劣

化（老朽化）による動作不良と推定、10 月 10

日、同型品に交換。 

11 日（土） 第 42 回日本カトリック正義と平

和全国集会 2025 仙台大会 希望は欺かない

－大震災から 14 年つなぐ思い国籍を超えて

歩む平和への道―、フィールドワーク。12 日

（日）基調講演「震災と原発事故の経験、そ

こから平和のためにできることは何か」幸田
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和生司教、シンポジウム「原発と向き合うな

かから、目指すべき未来を探って」舘脇章宏

氏／中筋純氏。13 日（祝・月）分科会「福島

原発事故の実相を伝え続けていくために」高

瀬つぎ子氏（福島大特任准教授）、「女川原発

の危うさと未来への道筋」日野正美氏（女川

原発の避難計画を考える会）、「ストップ・ジ

ェノサイド in ガザ」石川雅之氏（パレスチナ

と仙台を結ぶ会）、「戦後 80 年広島の原爆」

「沖縄の夢」「東日本大震災 14 年の歩み」「ハ

ンセン病問題」他。仙台カトリック元寺小路

教会他、主催：カトリック仙台司教区。全国

から約 200 名＋韓国 25 名参加。 

17 日（金） 東北電力、女川原発 2 号機の「特

定重大事故等対処施設」（テロ対策施設）の完

成時期を設置期限の 2026 年 12 月 23 日から

28 年 8 月に延期すると発表。建設作業員の確

保の遅れが影響、設計・工事計画の認可（21

年 12 月）から 5 年以内の設置期限に間に合

わず、26 年 12 月から 1 年 8 カ月ほど停止。

また、電源喪失に備える非常用の「所内常設

直流電源設備（3 系統目）」の工事も遅れると

発表。工事完了は 26 年 12 月から 28 年 3 月

に延期。その為、原子力規制委員会に「発電

用原子炉設置許可に係る工事計画変更届出」

等を提出。 

19 日（日） 放射能問題支援対策室いずみ

「第 105 回甲状腺エコー検査 in かくだ」、角

田市市民センター、寺澤政彦医師（てらさわ

小児科／仙台市）、13 名が受診。 

22 日（水） 原子力規制委員会、定例会合

で、原発の新規制基準で設置を義務づけてい

る「特定重大事故等対処施設」を巡り、設置

期限の延長を求めている電力会社に追加の説

明を求めることを決めた。東北電力等が、9

日の「第 22 回主要原子力施設設置者（被規

制者）の原子力部門の責任者との意見交換

会」（事業者と規制委員会）で、労働環境の

変化を理由に 3 年延長を要望。 

23 日（木） 東北電力、女川原発２号機で、

原子炉内の核分裂を抑える「制御棒」１本に

ついて、手動で挿入できない事故が発生した

と発表。定期試験中だった 22 日に、制御棒

を段階的に挿入する操作ができないことが判

明、残りの 136 本は正常に作動。自動挿入し

て原子炉を緊急停止させる機能は全 137 本に

異常なし？ 

25 日（土） 『みちのく電記』上映会実行委員

会＆Fridays For Future Sendai、ドキュメン

タリー映画『みちのく電記』上映会＆トーク・

Ｑ＆Ａ：鴫原宏一朗・岩崎祐監督、仙台市市

民活動サポートセンター6 階セミナーホール、

50 名参加。 

26 日（日） 宮城県知事選投開票日、現職村

井嘉浩氏（340,190 票）が、和田正宗氏

（324,375 票・参政党支援）や遊佐美由紀氏

（176,287 票・市民連合等支援）等を僅差で

破り、県政最多 6 選。 

28 日（火） 東北電力、女川 1 号機第 4 回定期

事業者検査（2025 年 6 月 3 日より実施）が 10

月 23 日に終了、「定期事業者検査報告書（定

期事業者検査終了時）」を原子力規制委員会へ

提出。また、「女川原子力発電所第 1 号機第 4

回定期事業者検査（廃止措置段階）報告書」

を、宮城県、女川町、石巻市ならびに登米市、

東松島市、涌谷町、美里町、南三陸町に提出。 

29 日（水） みやぎアクション、オンライン会

議。11 名参加。 

 東北電力、女川原発の原子炉設置許可に係

る変更届出（女川 3 号機サプレッションプー

ル水貯蔵タンク設置時期の変更）を、原子力

規制委員会に提出。サプレッションプール水

貯蔵タンクの設置時期を運転開始 24 年後

（2026 年 1 月）までとしていたが、運転開始

29 年後（2031 年 1 月）までに変更。主に、プ

ール内の水を抜いた状態で内面の補修塗装を

行う必要がある場合に、プール水を一時的に

保管するためのタンク。 

南相馬・小高原発訴訟控訴審第 1 回口頭弁

論、仙台高裁。住民 387 人が東電と国に慰謝

料など計約 15 億 8000 万円の支払を請求、国

の責任を認めるよう訴え。 

県、大崎市で 10 日に捕獲された野生イノシ

シ 1 頭から 110 ㏃/㎏の放射性セシウムを検

出したと発表。 

  環境省、脱炭素社会の実現について考える

フォーラム、仙台市・岩手県・久慈市・秋田

県大潟村の 4 自治体が事例を紹介し「脱炭素

先行地域」をテーマにパネル討論。仙台市ア

エル。 

30 日（木） 東北電力石山一弘社長、定例記

者会見で、「特定重大事故等対処施設」の設

置期限の 3 年延長を「原子力エネルギー協議

会」で要望していると説明。 

  東北電力、2025 年 9 月中間期の連結決算

を発表。売上高前年同期比 10.9％減の 1 兆

1689 億円、経常利益 18.0％減の 1256 億円、

純利益 17.3％減の 876 億円で 2 年連続の減

収減益。競争激化による小売り販売の減少や

送配電事業の収支悪化が影響。女川原発 2 号
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機の再稼働に伴う燃料費の削減効果が 350 億

円あったが女川原発の減価償却費 130 億円な

どが経常利益を押し下げた。 

31 日（金） 脱原発金曜スタンディングの

会、『写真で語る 福島の今』お話：飛田晋

秀さん（写真家）、仙台市市民活動サポート

センター研修室 5。今も精力的に被災地に入

り、写真をとり続けている飛田さんの報告。

20 名参加。 

  フォーラム仙台、映画『陽なたのファーマ

ーズ フクシマと希望』（小原浩靖監督）上

映。～11 月 6 日。 

【１１月】 

7 日（金） 東北電力、女川原発 1 号機の「廃

止措置計画変更認可申請」に関する補正書を、

原子力規制委員会へ提出。補正内容は、使用

済燃料輸送容器への収納物として「9×9 燃料

集合体」を追加することに伴い、使用済燃料

輸送容器の仕様や供用終了後の取扱い方法に

ついて明確化。 

8 日（土） ふるさとを返せ 津島原発訴訟原

告団・弁護団、仙台高裁で勝利をめざす 11.8

集会、今野原告団長挨拶、「汚したらきれいに

して返せ！」弁護団山田勝彦氏、「6.17 最高

裁判決を乗り越える」小野寺信一弁護士、記

念講演「福島第一原発事故を招いた原子力規

制の問題点と機能不全」長谷川公一氏（盛岡

大学学長／東北大学名誉教授）、「集会アピー

ル」採択。仙台弁護士会館４階大会議室、約

100 名参加。「津島原発訴訟を支援する宮城の

会」結成、「公正な判決を求める署名運動」に

取組む事を確認。 

11 日（火） 県、原子力防災訓練、92 機関約 300

人参加。女川原発から約 7 キロ離れた県女川

オフサイトセンター等で図上訓練。 

12 日（水） 女川原発の再稼働を許さない！み

やぎアクションと原発問題住民運動宮城県連

絡センター、東北電力に『女川原子力発電所

２号機の「特定重大事故等対処施設」の設置

期限延長と最近のトラブル、地球温暖化対策

などに関する質問書』を提出。 

 女性ネットみやぎ、「ふるさとを返せ！津

島原発訴訟 仙台高裁に公正な判決を求め

る」街頭署名行動、平和ビル前。 

県、亘理町で 10 月 16 日に捕獲された野生

イノシシ 1 頭から 230 ㏃/㎏の放射性セシウ

ムを検出したと発表。 

13 日（木） 「第 174 回女川原子力発電所環境

調査測定技術会」、ホテル白萩錦の間。市民 1

名傍聴。水素濃度検出器の異常値、原因不明

のまま交換した対応について、8 月の環境監

視協議会に続いて、厳しい批判が。岩崎智彦

委員（東北大学）が、宮城県と東北電力の双

方に、「見解」をまとめて県民に説明できるよ

うにすることを求めた。異例です。剣幕に押

されて、次回までに「見解」をまとめること

を東北電力が約束、県も検討すると言わざる

をえなかった。 

東北電力、県・女川町・石巻市ならびに登

米市・東松島市・涌谷町・美里町・南三陸町

に、10 月分の女川原発 1 号機（第 4 回定期事

業者検査、廃止措置に係る第１段階（解体工

事準備期間）の作業実施状況）、2 号機（定格

運転中）及び 3 号機の「定期事業者検査」の

状況報告。女川 1 号機から女川 3 号機への使

用済燃料の移送作業において、女川 1 号機の

原子炉建屋天井クレーンにより、吊具を巻き

上げていたところ、吊り荷を昇降するモータ

の保護検出器が作動し停止。現在、作動した

原因について調査中と公表。 

東北電力、10 月の女川 2 号機で制御棒 1 本

が動かなかった原因は、水圧で動かす制御棒

駆動機構への一時的な空気混入？と発表。 

14 日（金） 脱原発金曜スタンディングの会、

『昼スタンディング』、仙台フォーラス前。

9/19 日 6 人、26 日 7 人、10/3 日 8 人、10 日

8 人、17 日 6 人、24 日 5 人、31 日 9 人、11/7

日 7 人、14 日 7 人参加。 

15 日（土） 県、原子力防災訓練、女川町・石

巻市と原発 30 ㌔圏内 5 市町など 30 機関約

330 人参加。登米市の住民 44 人がバスで避難

所に移動、ドローンによる支援物質輸送も初

実施。 

16 日（日） 日本科学者会議宮城支部＆共催

Fridays For Future Sendai、学習講演会｢気

候変動―夏の急激な高温化の原因を探る～自

然エネルギー、省エネによる対策とその課題｣

講師：河野仁氏（兵庫県立大学名誉教授）、仙

台市太白区生出市民センター第一講義室、45

名＋オンライン 24 名参加。 

 東北電力ネットワーク、再エネ発電事業者

を対象に「出力制御」を実施。再エネ出力 707

万㌗で最大 21 万㌗（10 時から 13 時）を一時

停止。9/19 日 72 万㌗、21 日 250 万㌗、22 日

72 万㌗、23 日 67 万㌗、27 日 79 万㌗、28 日

152 万㌗、10/3 日 14 万㌗、4 日 20 万㌗、19

日 20 万㌗、28 日 20 万㌗、29 日 20 万㌗、30

日 20 万㌗、11/1 日 60 万㌗、2 日 115 万㌗、

7 日 20 万㌗、14 日 21 万㌗、15 日 23 万㌗。

すでに今年度、女川原発 2 号機再稼働の影
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響！で、24 年度（18 回）を上回る 75 回、土

日だけでなく平日にも実施。 

（空） 

 

●脱原発みやぎ金曜デモ 
みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

〈連絡先〉090-8819-9920（舘脇） 

e-mail:miyagi.no.nuke@gmail.com 

ブログ：http://miyaginonuke.blog.fc2.com/ 

twitter:@miyagi_no_nuke 

【ゆうちょ銀行口座】記号 18110 番号 38470971 

名義 みやぎ金曜デモの会 

 

【９月】 

【反戦】脱原発のみをシングルイシューとして

きた脱原発みやぎ金曜デモですが、戦争によ

る原発災害の危機が現実のものとなったのを

踏まえ、ウクライナに対する戦争を直ちに停

止せよ、と訴えます。 

19 日（金） 第 584 回「金曜デモ」、女川原発

を稼働中止・廃炉へ！と、元鍛冶丁公園から

20 名の市民＋アヒル 1 羽が参加。 

26 日（金） 第 585 回「金曜デモ」、乾式貯蔵

は永久貯蔵、核のゴミを女川に捨てるな！と、

元鍛冶丁公園から 20 名の市民が参加。 

【１０月】 

3 日（金） 第 586 回「金曜デモ」、能登半島地

震で原発の危険がさらに明らかに、地震の国

に原発いらないと、元鍛冶丁公園から 20 名の

市民＋アヒル 1 羽が参加。 

10 日（金） 第 587 回「金曜デモ」、ウクライ

ナの戦争を止めよう！と、肴町公園から 20 名

の市民が参加。 

24 日（金） 第 588 回「金曜デモ」、福島原発

汚染水の排出今すぐストップ！と、元鍛冶丁

公園から 25 名の市民＋アヒル 1 羽が参加。 

【１１月】 

7 日（金） 第 589 回「金曜デモ」、放射能汚染

廃棄物の焼却を止めよう！ 県外焼却許せな

いと、肴町公園から 20 名の市民が参加。 

14 日（金） 第 590 回「金曜デモ」、福島事故

は終わっていないと、避難計画は机上の空論

と、肴町公園から 20 名の市民が参加。デモ到

着地点で、通行人から｢俺等も原発反対｣との

かけ声が。 

 

 

 

 

●汚染廃棄物「焼却」を 

めぐる動き 
 

【１０月】 

3 日（金） 大崎耕土を放射能汚染させない連

絡会と「放射能汚染廃棄物『一斉焼却』に反

対する宮城県民連絡会」、県環境生活部放射性

物質汚染廃棄物対策室からの 3 日付け文書回

答に、すぐさま不満の意を伝え抗議し、説明

のための面談の申入れ。 

21（火） 放射能拡散に反対する会[第２回オン

ライン交流会]、①交流会開についての趣旨確

認：青木一政（放射能拡散に反対する会）②

埼玉県小鹿野町におけるバイオマス発電への

取り組み：掛川安純（おがのバイオマス発電

所を考える会）③質疑・意見交換、④特別報

告：宮城県大崎市の隠された放射能ごみ焼却

の実態：芳川良一（大崎放射能ごみ焼却住民

訴訟を支援する会）。 

【１１月】 

5 日（水） 大崎住民訴訟、最高裁が上告棄却・

上告申立不受理の決定。 

（空） 
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